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1. 2025年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年4月1日～2024年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 18,875 △0.5 1,025 △34.9 1,020 △36.3 1,005 △3.5

2024年3月期中間期 18,979 12.9 1,575 48.7 1,601 49.0 1,041 60.7

（注）包括利益 2025年3月期中間期　　362百万円 （△76.5％） 2024年3月期中間期　　1,545百万円 （265.4％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 65.11 ―

2024年3月期中間期 65.19 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期中間期 36,436 18,549 50.9

2024年3月期 37,607 20,097 53.4

（参考）自己資本 2025年3月期中間期 18,549百万円 2024年3月期 20,097百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 26.00 ― 27.00 53.00

2025年3月期 ― 28.00

2025年3月期（予想） ― 28.00 56.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,420 7.0 3,250 12.6 3,225 9.9 2,625 19.4 172.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処
理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧くださ
い。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期中間期 16,242,424 株 2024年3月期 16,242,424 株

② 期末自己株式数 2025年3月期中間期 984,732 株 2024年3月期 257,684 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年3月期中間期 15,443,965 株 2024年3月期中間期 15,984,872 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する事項は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用や個人所得の面で改善の兆しが見られており、景気回復に向け

て、緩やかな回復基調を見せております。一方で、円安などに起因する物価上昇、特にエネルギー価格と食品価格

の上昇が全体のインフレ率を押し上げており、本格的な景気回復にまでは至っておりません。このようなことか

ら、企業を取り巻く環境には、引き続き厳しいものがあり、先行きは楽観視できない状況となっております。

　当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）が属する情報サービス業界においては、企業の働き方改

革や非接触対応等を目的とした業務効率化システムへの引き合いが活発化しております。加えて、「デジタルトラ

ンスフォーメーション（DX）」をテーマとした、クラウドコンピューティングの普及拡大、ビッグデータやAI（人

工知能）の活用拡大、IoTの推進などの取り組みも継続していることから、引き続き、システム関連への投資は拡

大傾向にあります。

　このような状況の中、当社グループは、中期経営計画（2022年４月-2025年３月）における最終年度を迎えてお

ります。当期の計数目標である「売上高40,000百万円、営業利益3,200百万円、営業利益率8.0％、ROE10％以上」

を達成すべく、グループ一丸となり、業容拡大に努めております。

　当中間連結会計期間の業績は、売上高は18,875百万円（前年同期比0.5％減）、営業利益1,025百万円（同34.9％

減）、経常利益1,020百万円（同36.3％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は1,005百万円（同3.5％減）とな

りました。

　売上高は、第２四半期単体で大きく伸ばすことが出来ましたが、第１四半期の落ち込みをカバーするに至りませ

んでした。データセンター・クラウドサービス、及びサービスステーション（「SS」、「ガソリンスタンド」）向

け受託計算サービスの売上高は堅調に推移しており、メーリングサービスの売上高についても前年同期比でプラス

となりました。システム開発サービスは、一部案件において開発が遅れたことなどにより、全体的に売上が伸び悩

み、前年同期比で減収となりました。

　営業利益、親会社株主に帰属する中間純利益はいずれも前年同期比で減益となりました。当中間期は、前四半期

に引き続き、原価高となっており、全般的に利益が伸び悩んでおります。親会社株主に帰属する中間純利益は、保

有する投資有価証券の売却益を計上したため、前年同期比で若干減にとどまりました。減益の主たる要因となって

いる原価高については、採算に見合った適正価格での販売や新規獲得に伴う増収効果により、解消に向けて動いて

おり、既に結果が出始めております。

　当中間連結会計期間におけるサービス別売上高、売上総利益の状況は以下のとおりです。

[情報処理サービス]

　売上高は7,525百万円（前年同期比1.3％増）、売上総利益は1,354百万円（同12.4％減）となりました。

　顧客のデータセンター利用に対するニーズは依然旺盛であり、データセンター・クラウド事業の売上は順調に推

移しております。また、当社の基幹事業であるエネルギー産業向け受託計算サービスの売上も引き続き堅調であり

ます。特に、プロパンガス販売会社向けスマートメーター・サービスであるプロパネットは好調に推移しました。

メーリングサービスは第１四半期に大型案件の失注があり、同四半期に売上が一時的に落ち込みましたが、当中間

連結会計期間では前年同期比でプラスとなりました。一方で、クラウドの仮想化環境用に広く使われております製

品（「仮想化基盤製品」）の事実上の値上がりや、当社がSS向けに提供している自社基幹システムの機能向上開発

による償却費の負担増などにより、原価高となる一方、販売価格の改定は、顧客の理解を得ながら進めている関係

上、時間を要しております。その結果、売上総利益は前年同期比で減少しました。

[システム開発サービス]

　売上高は10,486百万円(前年同期比2.2％減）、売上総利益は2,242百万円（同9.7％減）となりました。

　システム開発を手掛けるグループ会社２社の業績が好調に推移する一方で、当社単独の売上が伸び悩み、開発原

価も嵩んだことから、連結ベースでの収益が伸びませんでした。特に主要顧客であるエネルギー産業向けのソフト

ウエア開発の進捗が振るわず、流通業向けの受託開発売上も想定を下回りました。一方で、人工衛星などの開発を

手掛ける宇宙衛星事業は好調に推移し、同サービスの業績の落ち込みを、ある程度下支えする形となりました。
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2024年３月期

中間会計期間

2025年３月期

中間会計期間

前年同期比

増減額 増減率

情報処理サービス
売上高

百万円

7,430

百万円

7,525

百万円

94

％

1.3

売上総利益 1,545 1,354 △191 △12.4

システム開発サービス
売上高 10,725 10,486 △238 △2.2

売上総利益 2,484 2,242 △241 △9.7

システム機器販売
売上高 823 863 39 4.8

売上総利益 200 219 19 9.7

合計
売上高 18,979 18,875 △103 △0.5

売上総利益 4,230 3,816 △413 △9.8

2024年３月期

中間会計期間

2025年３月期

中間会計期間
前年同期比

金額 利益率 金額 利益率 増減額 増減率

営業利益

百万円

1,575

％

8.3

百万円

1,025

％

5.4

百万円

△549

％

△34.9

経常利益 1,601 8.4 1,020 5.4 △581 △36.3

親会社株主に帰属する

中間純利益
1,041 5.5 1,005 5.3 △36 △3.5

[システム機器販売]

　売上高は863百万円(前年同期比4.8％増）、売上総利益は219百万円（同9.7％増）となりました。主に、情報処

理サービスの顧客向けの機器販売が順調に推移し、増収増益を確保しました。

サービス別売上高、売上総利益

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間連結会計期間末における総資産は36,436百万円となり、前連結会計年度末比1,170百万円の減少となり

ました。その主な要因は「受取手形、売掛金及び契約資産」の増加等があったものの、「投資有価証券」の減少

等によるものであります。

　なお、純資産は18,549百万円となり、自己資本比率は50.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年５月９日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,279,892 4,759,796

受取手形、売掛金及び契約資産 6,647,366 6,886,882

商品及び製品 164,259 43,570

仕掛品 152,618 203,314

原材料及び貯蔵品 92,837 96,381

その他 477,061 709,320

貸倒引当金 △245 △172

流動資産合計 12,813,790 12,699,093

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,609,956 10,694,215

土地 2,954,476 2,950,519

その他（純額） 1,695,420 1,930,013

有形固定資産合計 15,259,853 15,574,748

無形固定資産

のれん 135,803 120,988

ソフトウエア 2,097,223 2,016,199

その他 381 381

無形固定資産合計 2,233,408 2,137,569

投資その他の資産

投資有価証券 4,854,983 3,612,693

退職給付に係る資産 1,451,869 1,477,062

その他 1,021,781 963,545

貸倒引当金 △28,241 △28,142

投資その他の資産合計 7,300,392 6,025,158

固定資産合計 24,793,654 23,737,476

資産合計 37,607,445 36,436,569

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,171,721 2,289,342

短期借入金 2,714,508 5,353,426

未払法人税等 783,704 629,255

賞与引当金 1,019,786 1,105,173

受注損失引当金 70,566 8,700

資産除去債務 61,817 －

その他 5,223,251 3,678,474

流動負債合計 12,045,355 13,064,373

固定負債

長期借入金 4,584,718 4,132,636

退職給付に係る負債 550 5,271

資産除去債務 172,021 222,481

その他 707,793 462,689

固定負債合計 5,465,083 4,823,077

負債合計 17,510,439 17,887,450

純資産の部

株主資本

資本金 3,203,992 3,203,992

資本剰余金 3,147,381 3,155,379

利益剰余金 12,559,884 13,133,924

自己株式 △304,839 △1,791,800

株主資本合計 18,606,419 17,701,496

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,264,573 628,142

退職給付に係る調整累計額 226,013 219,479

その他の包括利益累計額合計 1,490,586 847,622

純資産合計 20,097,006 18,549,119

負債純資産合計 37,607,445 36,436,569
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 18,979,782 18,875,882

売上原価 14,749,651 15,059,207

売上総利益 4,230,131 3,816,674

販売費及び一般管理費 2,654,503 2,790,724

営業利益 1,575,628 1,025,950

営業外収益

受取利息 5 124

受取配当金 38,845 31,365

投資事業組合運用益 3,781 18,799

その他 10,763 17,500

営業外収益合計 53,395 67,790

営業外費用

支払利息 18,391 25,404

持分法による投資損失 487 29,086

支払手数料 8,386 10,496

その他 109 8,603

営業外費用合計 27,374 73,591

経常利益 1,601,648 1,020,148

特別利益

投資有価証券売却益 － 634,392

固定資産売却益 5,644 －

特別利益合計 5,644 634,392

特別損失

本社移転関連損失 － 59,780

固定資産除却損 56 5,826

リース解約損 1,627 －

特別損失合計 1,684 65,607

税金等調整前中間純利益 1,605,608 1,588,933

法人税等 563,627 583,305

中間純利益 1,041,981 1,005,628

親会社株主に帰属する中間純利益 1,041,981 1,005,628

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 1,041,981 1,005,628

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 501,936 △636,430

退職給付に係る調整額 1,488 △6,534

その他の包括利益合計 503,424 △642,964

中間包括利益 1,545,405 362,663

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,545,405 362,663

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,605,608 1,588,933

減価償却費 1,006,813 1,133,121

のれん償却額 14,814 14,814

投資有価証券売却損益（△は益） － △634,392

本社移転関連損失 － 59,780

リース解約損 1,627 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △147 △171

受取利息及び受取配当金 △38,850 △31,490

支払利息 18,391 25,404

固定資産除却損 56 5,826

固定資産売却損益（△は益） △5,644 －

売上債権の増減額（△は増加） △223,936 △239,600

棚卸資産の増減額（△は増加） △50,068 66,448

仕入債務の増減額（△は減少） 704,246 117,621

契約負債の増減額（△は減少） 187,818 △303,034

未払消費税等の増減額（△は減少） 193,140 △128,785

その他 499,488 △502,650

小計 3,913,360 1,171,826

利息及び配当金の受取額 38,850 31,488

投資事業組合分配金の受取額 11,840 22,200

利息の支払額 △18,244 △23,972

法人税等の支払額 △228,156 △728,243

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,717,649 473,299

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △800,548 △2,004,654

有形固定資産の売却による収入 15,135 4,177

無形固定資産の取得による支出 △396,172 △204,864

敷金及び保証金の差入による支出 △2,264 △767

敷金及び保証金の回収による収入 272 120,586

投資有価証券の取得による支出 △41,043 △45,489

投資有価証券の売却による収入 17,494 994,842

その他 △392 6,400

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,207,519 △1,129,769

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,000,000 2,700,000

長期借入れによる収入 － 900,000

長期借入金の返済による支出 △1,657,464 △1,413,164

自己株式の取得による支出 △103 △1,559,558

配当金の支払額 △383,081 △430,752

リース債務の返済による支出 △41,550 △60,150

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,082,199 136,374

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,427,930 △520,096

現金及び現金同等物の期首残高 2,310,183 5,279,892

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,738,113 4,759,796

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2024年５月９日開催の取締役会決議に基づく自己株式690,000株の取得、及び、2024年７月31日開催の

取締役会決議に基づく自己株式76,900株の取得を行いました。この結果、当中間連結会計期間において自己株式が

1,486,960千円増加し、当中間連結会計期間末において自己株式が1,791,800千円となっております。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っております。これによる中間連結財務諸表に与える影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。これによる前中間連結会計期間の中間連結財務

諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）及び当中間連結会計期間（自2024年４月１日　

至2024年９月30日）

　当社グループは、情報システムの企画・開発から稼働後の運用・保守・メンテナンスまで一貫したサービス

を提供しており、単一事業として管理しております。そのため、セグメント情報については記載を省略してお

ります。

（追加情報）

（表示方法の変更）

（中間連結キャッシュ・フロー計算書）

　前中間連結会計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「敷金

及び保証金の回収による収入」は、当中間連結会計期間より金額的重要性が増したため、独立掲記すること

と致しました。この表示方法の変更を反映させるため、前中間連結会計期間の中間連結財務諸表の組替えを

行っております。

　前中間連結会計期間の連結キャッシュ・フロー計算書において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」

の「その他」に表示していた△120千円は、「敷金及び保証金の回収による収入」272千円及び「その他」

△392千円として組み替えております。
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